
資 料 関 東 地 方 ～ 東 北 地 方 南 部 の 示 標 テ フ ラ の 諸 特 徴
- と く に 御 岳 第 １ テ フ ラ よ り 上 位 の テ フ ラ に つ い て ー

早 田 勉 （ 古 環 境 研 究 所 ）

富 士 火 山 や 箱 根 火 山 さ ら に 浅 間 火 山 な ど ， 周 辺 に 第 四 紀 火 山 が 多 く 分 布 し ， 第 四 紀

テ フ ラ が 数 多 く 堆 積 し て い る 関 東 地 方 は ， 北 海 道 と と も に 日 本 列 島 で 最 も 早 く か ら テ

フ ラ に 関 す る 研 究 が 始 め ら れ た 地 域 で あ る ． ま た 最 近 で は 東 北 地 方 南 部 に お い て も ，

関 東 地 方 に 分 布 す る 示 標 テ フ ラ が 検 出 さ れ ， 南 関 東 地 方 か ら 東 北 地 方 南 部 一 帯 の 広 い

地 域 に お い て ， 共 通 し た 空 間 ・ 時 間 軸 を 利 用 し た 編 年 研 究 が 可 能 と な っ て い る ．

こ こ で は ， 町 田 ・ 新 井 （ １ ９ ９ ２ ） の テ フ ラ ・ カ タ ロ グ に 筆 者 の 資 料 を 加 え ， い ず れ の

地 域 か ら も 検 出 さ れ て い る 御 岳 第 １ テ フ ラ （ Ｏ ｒ ｌ - Ｐ ｍ ｌ ） よ り 上 位 の 示 標 テ フ ラ の 諸 特 徴

を 記 載 す る こ と に し た （ 表 １ ～ ６ ） ． な お こ の カ タ ロ グ に 記 載 さ れ て い る テ フ ラ の 火

山 ガ ラ ス の 形 態 的 な 特 徴 や 軽 鉱 物 ， さ ら に 屈 折 率 の ｍ ｏ ｄ ｅ な ど に つ い て は ， 原 本 を 参 照

さ れ た い ． ま た こ れ ら の 資 料 の ほ か に ， と く に 筆 者 の 研 究 フ ィ ー ル ド と し て い る 北 関

東 地 方 と 東 北 地 方 南 部 の 降 下 テ フ ラ や ， 火 砕 流 ， 岩 屑 な だ れ さ ら に 火 山 泥 流 な ど の 堆

積 物 に 関 す る 放 射 年 代 測 定 値 も 掲 載 し た （ 表 ７ ～ ９ ） ，

謝 辞 町 田 洋 東 京 都 立 大 学 教 授 に は 日 頃 よ り 御 指 導 を い た だ い て い る ． ま た 新 井 房
夫 群 馬 大 学 名 誉 教 授 に は ， 多 く の テ フ ラ 試 料 に つ い て の 屈 折 率 測 定 を お 願 い し た ． 日
本 公 営 株 式 会 社 井 上 公 夫 博 士 に は ， 前 橋 泥 流 堆 積 物 の ’ ４ Ｃ 年 代 測 定 値 を 教 えて い た だ い
た ． さ ら に 名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ ー 中 村 俊 夫 博 士 お よ び 奥 野 充 氏 に は ，
シ ン ポ ジ ウ ム に お け る 発 表 の 機 会 を い た だ い た ． 厚 く 御 礼 申 し 上 げ ま す．
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テフラ

表１南関東地方における後期更新世示標テフラの諸特徴（Ｏｎ-Ｐｌｎ１より上位）の諸特徴

噴 出 年 代 ‘ １ 測 定 法 ’ ２ 鉱 物 ’ ３ 火 山 ガ ラス （ ｎ ） 斜 方 輝 石 （ ｙ ） 角 閃 石 （ ｎ ２ ）

立 川 ロ ー ム 上 部 ガ ラ ス 質 （ Ｕ Ｇ ） １ ２ ， ０ ０ ０ ？ Ｓ Ｔ ， “ Ｃ ｏ ｐ ｘ

安 房 （ Ａ Ｇ ）
一一-一一一一一一一一一一---一一--りー

富 士 相 模 野 第 １ （ Ｆ - Ｓ Ｓ １ ）

姶良Ｔｎ（ＡＴ）

榛名箱田（ＩＩｒ-ＨＡ）
一一一一-一一----４一一４-≒ｆ-４-

含 雲 母 グ リ ー ス 状 （ Ｇ ｒ ）

箱 根 三 島 （ 随 一 Ｃ Ｃ ４ ）
- - - - - - - - - - - 一 一 - - 一 一 - - - - - - - -

箱 根 中 央 火 口 丘 ３ （ Ｆ ｌ ｋ - Ｃ Ｃ ３ ）
- ← - - - - - - - - - - - - - - - 一 一 - - 一 一 - -

箱 根 中 央 火 ロ 丘 ２ ｛ ｝ ｌ ｋ - Ｃ Ｃ ２ ）
- - - - 一 一 一 - - - - - - - - - - 一 一 - - 一 一 - -

箱 根 中 央 火 ロ 丘 １ （ Ｆ ｌ ｋ - Ｃ Ｃ １ ）

箱 根 三 色 旗 （ Ｈ ｋ - Ｓ ）
一 - - - - 一 一 - - ～ - - 一 一 - - -

大 山 倉 吉 （ Ｄ Ｋ Ｐ ）
- - - - - 一 一 - - - - - - - ｐ - -

箱 根 東 京 （ Ｈ ｋ - Ｔ Ｐ ）

箱 根 三 浦 （ ａ - Ｍ Ｐ ）
- - - 一 一 - - - - - - - - - - -

箱 根 安 針 （ Ｈ ｋ - Ａ Ｐ ）
■-■-ａ-皿一皿ａＭφ-押尋-

富 士 吉 岡 （ Ｆ - Ｙ Ｐ ）

箱 根 小 原 台 （ Ｈ ｋ - Ｏ Ｐ ）
Ｓ - - - - - - - - - - - - - - - - -

大 山 生 竹 （ Ｄ Ｎ Ｐ ）
- -Ｓ - -９ - -ｑＷ４- - -一一一一

阿 蘇 ４ （ Ａ ｓ ｏ - ４ ）

葛 原 Ⅲ （ Ｔ ｚ - ３ ）
- - - - - - - - - - - - - - - - -

御 岳 伊 那 （ Ｏ ｎ - ｌ ｎ ）
- - - - - - - - - - - - - - - - -

鬼 界 葛 原 （ Ｋ 一 Ｔ ｚ ）
- - - - - - - - - - ９ - - - - - -

御 岳 第 １ （ Ｏ ｎ - Ｐ ｌ ｎ １ ）

１ ３ ， ０ ０ ０ - １ ４ ， ０ ０ ０ Ｓ Ｔ

-----一一-一一一一一一一一一一・

？ -

；！２，００〔〕-２５，０００１ｊＣ
ＩＷ㎜-㎜-㎜㎜Ｗ㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜㎜皿皿

２ ５ ， ０ ０ ０ - ３ ０ ， ０ ０ ０ Ｓ Ｔ

？

Ｉ皿

？ -

？ 一

一 や - ４ - - - - Ｓ - 一 一 匹 - ４ - ≒ - - -

？ -

や ー - 一 一 - - - - - - - - ｆ 一 - → ～ - ～

４ ３ ， ０ ０ ０ - ５ ５ ， ０ ０ ０ Ｓ Ｔ ， Ｕ

- 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 - - - - - 一 一 - ９

４９，（）００-６０，０００htp://www.りー-----一-４--

？ -

- - - - - - - - 一 一 - - - - - - - - - -

？ -

９ 一

６６，（）００-８０，０００Ｆ「

８０，０００ ＴＬ，ＳＴ

Ｌ５００-Ｌ５０３

ｏｌ，（）Ｉ〕ｘ，ｃｐｘ

--一一一一一一--

ｖｉｔｒｉｃ
- - -～ - -一一一一

ｏｐｘ，ｈｏ

一 - ４ - - - - - - -

ｔ｝ｉ，ｈｏ，ｏｐｘ
-一一一一一一----

ｏｐｘ，ｃｐｘ

〔〕Ｉ）ｘ，ｃｐｘ，ｏｌ
- - - - ４ - - - 一 一

ｏｐｘ，ｃｐｘ
- - - - - - - - - -

ｏｐｘ，ｃｐｘ

１．４９０-１．４９７

-- -一一- - -一一一一

一

一-一一白-一一-¬-・

１．４９８-１．５０１

一

一
一
一
　

　

一

ｏ ｐ ｘ ， ｃ ｐ ｘ 一
考一今Ｊ--ａａ-ａ--■

１ １ ｏ ， ｏ ｐ ｘ ， ｂ ｉ Ｌ ５ ０ ８ - １ ． ５ １ ４

（）Ｉ〕Ｊｃ，ｃｐｘ，ｏ１Ｌ５１２-１．５２８

ｏｐｘ，ｃｐｘ，０１

- - 一 一 - - - - - - - - ～

〔〕ｒ）ｘ，ｃｐｘ，ｏ１

---一一一一一一一一一一・

ｏｒ）ｊｃ，ｃｐｘ，ｏ１，ｈｏ

一
　

　

一

（叩ｘ，ｃｐｘ，ｏ１１．５１０ - １．５１４
■■■■-■-■■-Ｗ-Ｗ-Ｗφ一伽勝一岬---

１ ｌ ｏ ， ｏ ｐ ｘ ， ｂ ｉ 一

７０，０００-９０，０００Ｆｒ，Ｕ，ＥＳＲ，ｈｏ，（ｉｘ，ｃｐｘＬ５０６-１．５１０
ＴＬ，Ｋ-Ａ『

？ -
-一輛偏一仙φ月呼弔詞帰帰一皿-■--■皿

？ 一

一Ｓ - - - - 一 - 凹 - - - - - 一一一一一一一

７５，０００ - ９ ５ ，０００ＳＴ，ＴＬ

一一４４１Ｗ-一一-ｆ-〃-一一一一一一一

８０，（）００-９５，０００Ｆ「

ｖｉｔｒｉｃ（ｏｐｘ）１．５０５-１．７０５

ｏｐｘ

- - - -ｐ -・

ｖｉｔｒｉｃ

Ｌ５０９-１．５１１
一一--一一-一一-ミ

Ｌ４９４-１．５００

ｔｌｏ，ｂｉ，ｏｐｘＬ５００-１．５０３



テフラ

富 士 宝 永 ス コ リ ア （ Ｆ - Ｈ ｏ ）
・---・・-ＷＷ■Ｗ■--Ｗ---■--■■

浅間Ａ軽石（Ａｓ - Ａ）

浅 間 Ｂ テ フ ラ （ Ａ ｓ - Ｂ ）
一一一一一一一一一一-一一一一⌒---- - - -

高 島 平 第 ４ テ フ ラ （ Ｔ ｋ - ４ ）
・ - ・ ・ - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

高 島 平 第 ３ テ フ ラ （ Ｔ ｋ - ３ ）

表２南関東地方における完新世示標テフラの諸特徴

噴 出 年 代 ‘ １ 測 定 法 ’ ２ 鉱 物 ‘ ３ 火 山 ガ ラス （ ｎ ） 斜 方 輝 石 （ ｙ ） 角 閃 石 （ ｎ ２ ）

１ ７ ０ ７ Ａ ． Ｄ ． Ｈ

一ｆ一一一一-一一一一一一・一----４-一一

１ ７ ８ ３ Ａ ． Ｄ ． Ｈ

（）ｉ）ｘ，ｃｉ）ｘ，ｏ１１．５１８-１．５３８１．７０１-１．７０５

ｏｐｘ，ｃｐｘ Ｌ５０７-１．５１２

１１０８Ａ．Ｄ．Ｈ，（１４Ｃ）（）ｐ）・，ｃｐｘＬｌｉ２４-１，５３２

８ ６ ４ Ａ ． Ｄ ． ？ Ｈ
一一--一一一一一一一一一一

８ ０ ０ Ａ ． Ｄ ． ？ Ｈ

榛名ニヅ岳渋川テフラ（１｛ｒ-ＦＡ｝６世紀初頭Ａ，ＴＬ

浅間Ｃ軽石（Ａｓ-Ｃ）

高島平第１テフラ（Ｔｋ-１）
・-ＷＩＷ-■■■

富士一砂沢スコリア（Ｆ-Ｚｎ）

富士一大室スコリア（Ｆ-Ｏｍ）

富 士 一 大 沢 ス コ リ ア （ Ｆ - Ｏ ｓ ）
■皿■--・一興・-Ｗ■--■■■■--

天 城 カ ワ ゴ 平 軽 石 （ Ｋ ｇ ）

伊豆大室山スコリア（Ｏｍ）

鬼界アカホヤ火山灰（Ｋ-Ａｈ）

４ 世 紀 中 葉 Ａ
～一----一一-一一一一-一一一一一一

２ ， ０ ０ ０ Ａ
一-一一-一一一一一一--一一一一一一・

２ ， ５ ０ ０ - ２ ， ８ ０ ０ “ Ｃ ， Ａ
⌒ - ｆ - - - - - - - - - - - - - - - - ・

２ ， ５ ０ ０ - ２ ， ８ ０ ０ １ ４ Ｃ ， Ａ

２，５〔〕０ -２，８００１１Ｃ，Ａ

一--一一一一一一一一一一-・一-４・・

２ ， ８ ０ ０ - ２ ， ９ ０ ０ １ ４ Ｃ ， Ａ

５，０００
-一一一一

６．３００

Ａ

- - -

１４Ｃ

（１，〔〕ｌ】ｘ，ｃｐｘ
- - 一 Ｓ - - - - - -

（）ｈｃ）ｐｘ，ｃｐｘ
- - - - - 一 一 一 - -

ｈｏ，ｏｐｘ

ｏｐｘ，ｃｐｘ

０１
一一

０１

，０ｐｘ，
-一一一一

，ｃｐｘ

’ｏｌ，ｃｐｘ

一 - - - - -

ｏ１，ｃｐｘ
- - - - - -

ｈｏ，ｏｐｘ

一一一一一一

一

ｖｉｔｒｉｃ

-

１．５００-１．５０２
●--やー--ｆ-４-・

Ｌ５１４-１．５２０

ｃｐｘ

一

１

１

一

１．４９３-１．５０３

一一一一＝一一一一一一

一

一一一一一一一一一一一

Ｌ５０８ -１．５１６

１．７０７-１．７１２

---一一一一一一一一

１．７０８-１．７１０

一
１
　

一

１．７０９-１．７１２

１．７０６-１．７１１

-

・ ㎜

-

１ 。 ７ ０ ４ - １ ．

- 〃 ・ - - - - -

一

一 一 一 - ９ 一 一 -

-

-

-

１。６７１-１．６９５
----一一一一一一

-

一

一

一

-

７０９ １ 。 ６ ６ ９ - １ ．

・ - - - - - - -

-

- - - - ４ - ・ -

-

６８５

＊１単位は，ｙ．Ｂ．Ｐ．拿２Ｈ：文献歴史学，Ａ：文献歴史学，ＳＴ：層位学／４Ｃ：放射性炭素年代測定法，ＴＬ：熱ルミネッセンス法．
＊３ｏ１：カンラン石，ｏｐｘ：斜方輝石，ｃｐｘ：単斜輝石，ｈｏ：角閃石，ｃｕ皿：カミングトン閃石．町田・新井（１叩２）に加筆．屈折

率測定は，新井房夫による．

- ２ ６ ０ -



テフラ

浅間総社（Ａｓ-Ｓｊ）
--------一一-一一一---

男 体 七 本 桜 （ Ｎ ｔ - Ｓ ）

男体今市（Ｎｔ -Ｉ）

浅間草津（Ａｓ-ＹＰｋ）
浅開板鼻黄色（Ａｓ-ＹＰ）

浅間大窪沢２（Ａｓ-Ｏｋ２）
●---ｗｄ㎜㎜--㎜皿㎜皿皿㎜皿皿皿皿〃

浅間大窪沢１（Ａｓ-Ｏｋ１）

浅間白糸（Ａｓ-Ｓｒ）

浅間萩生（Ａｓ-Ｈｇ）

那須大島１（Ｎｓ-Ｏｓ１）

男体片岡・小川（群）
（Ｎｔ-Ｋｔ，０ｇ）

表３北関東地方における後期更新世示標テフラ（Ｏｎ-Ｐｍ１より上位）の諸特徴

噴出年代゜ｌ測定法 ’ ２ 鉱 物 ’ ３ 火 山ガラス（ｎ）斜方輝石（ｙ）角閃石（ｎ２）

１ １ ， ０ ０ ０ １ ° Ｃ
一一一一一一一一一一一一一一-----

１２，００（） -１３，０００１４Ｃ

１３，０００-１４，０００ＭＣ

１６ｊ０００
--一一一一

１７，０００
一一一一一一

１７，５００

１８，０００

一一一一一一

１９，０００
一一一一一一

？

“ Ｃ

-一一

１４Ｃ

〃--

Ｆ「

ＳＴ

--・

ＳＴ
一一一

一

浅開板鼻褐色（群）（Ａｓ-ＢＰ）１９，０００-２２，０００“Ｃ

姶良Ｔｎ（ＡＴ）
-一一一一一一一一ｆ一一・--ｇ-

八ヶ岳４（Ｙｔ-Ｐｍ４）

赤城小沼（Ａｇ-ＫＬＰ）

榛名箱田（Ｂｒ-ＨＡ）
------一一--一一----

赤城鹿沼（Ａｇ -Ｋ）

榛名八崎（Ｈｒ-ＨＰ）
-一一--一一一一--一一-一一--

赤城湯ノロ（Ａｇ -ＵＰ）

赤城行川１（Ａｇ-Ｎｍ１）

赤城行川２（Ａｇ-Ｎｍ２）

大 山 倉 吉 （ Ｄ Ｋ Ｐ ）
- ・ 一 一 - - - - - - - - - - - - - - -

中 之 条 ラ ビ リ （ Ｊ Ｌ ）
--一一一一一-一一一-ｑ一一９⌒--

赤 城 水 沼 １ （ Ａ ｇ - Ｍ ｚ １ ）
- - - - - - - - - - - - - - - - - - -

赤 城 追 貝 （ Ａ ｇ - Ｏ Ｐ ）

阿 蘇 ４ （ Ａ ｓ ｏ - ４ ）

- 一一一一 - - 一一 - - - - - - - -

鬼 界 葛 原 （ Ｋ - Ｔ ｚ ）
-一一一一一一-一一一-一一-一一

御 岳 第 １ （ Ｏ ｎ - Ｐ ｍ １ ）

匹 匹 - ２ ５ ， ０ ０ ０ １ ４ Ｃ
一 - - - - - - - - - 一 一 - - - - - - -

２ ５ ， ０ ０ ０ Ｓ Ｔ

-■■皿一皿皿■皿桐一件個Ｊ-一興苧響

２ ５ ， ０ ０ ０ Ｓ Ｔ

；１１５，０００-３０，０００ＳＴ

３Ｌ０００-３２，０００町

４１，０００-４２，０００１ｊＣ，Ｆ「

４５，０００

-一一一一一一

４５，０００
一一一一一一

ｚ１５，０００

ＳＴ

一一・

ＳＴ
〃-・

ＳＴ

ｊ１３，０００-５５，０００ＳＴ，Ｕ

■■皿皿皿皿ａ■-ａ■皿帰ａ一帰参ａ--

５ ５ ， ０ ０ ０ Ｓ Ｔ

Ｓ帰 -一番 - - - ４ -番曲 - - - - φ ¶佃 -

邱 測 ） Ｏ - ６ ０ ， ０ ０ ０ 町

ＯｐｘｌＣｐｘ
--------一一

〔〕ｒ）ｘ，ｃｐｘ，ｈｏ

（叩恥ｃｐｘ，ｏ１

ｏｐｘ，ｃｐｘ

ｏｐｘ，ｃｐｘ

ｏｐｘ，ｃｐｘ

一一一一一--

〔〕ｉ）ｘ，ｃｐｘ

１．５０４-１．５０８

１。４９９-１．５０３
-

１．５０１-１．５０３

１．５０１-１．５０３
-一一一一一一一一一一・

１．５０２-１．５０４

- - - - - - - - 一 一一一

１．５００-１．５０２

（ｉｘ，ｃｐｘ，ｈｏＬ５０６-１．５１０

ＤｐＪｃ，ｃｐｘ，ｈｏ１．５００-１，５０２

？
一一一一一一一一一一

（叩恥ｃｐｘ，ｈｏ

ｏｐｘ，ｃｐｘ

--一一-一一一--・

ｖｉｔｒｉｃ
-９-一一一一一一一一

〔３ｐＪｌｏｐｘ，ｈｏ

ｏｐｘ，ｈｏ

９

・一一

９

１．５０５-１．５２０

１。４９８-１．５０１
-一一一一--一一一一

-

-

ｏ ｐ ｘ ， ｈ ｏ -
■■Ｗ-■Ｗ■■---■ＷＷ■ＷＷ哺-一参州・-

１１ｏ，（）ｐｘ，ｃｐｘ１．５０４べ．５０８

ｈ｛｝ｊｏｐｘ，ｃｕ１．５０５ -１．５０８

-一一一一一一一一一一 -一一 - - - - - - - - - -

Ｄ ｒ ） ｘ ， （ ２ ｐ ｘ ， ｈ ｏ -

（）ｌ）Ｊ【，ｃｐｘ，htp://www.ｏｐｘ.ｃｐｘ

-

１１ｏ，ｏｐｘ，ｂｉ１．５０８-１．５１４

- ｏ １
- - ｆ - ４ - - 一一 -

（）ｒ）ｘ，（３ｐｘ，ｈｏ

？

６ ０ ， ０ ０ ０ Ｓ Ｔ ｏ ｐ ｘ ， ｃ ｐ ｘ １ ． ５ １ ０ - １ ． ５ １ ４
・ - - - - - ｗ φ - - - - - - - - - - - - - - - - φ - - - - - - 一 岬 辱 - ａ 皿 - ■ - ■

司，（）００ -９０，０００Ｆ ’ ｒ，Ｕ，ＥＳＲ，１１ｏ，ｃ）ｐｘ，ｃｐｘ１．５０６ -１，５１０

ＴＬ，Ｋ-Ａｒ
-■-- - -嚇-ｗ-一仙噛-￥一時ａ曝-一皿ａ-皿

７ ５ ， ０ ０ ０ - ９ ５ ， ０ ０ ０ Ｓ Ｔ ， Ｔ Ｌ ｖ ｉ ｔ ｒ ｉ ｃ １ ． ４ ９ ４ - １ ． ５ ０ ０

８０ｊ００-９５，０００Ｆ７ １１ｏ，ｂｉ，ｏｐｘ１．５００-１．５０３

１．７０６-１．７１１

１．７１０-１．７１３
１．７０１-１．７１０

１．７０７-１．７１２

１．７０７-１．７１２
- - - - - - - 一 一 一 一

１．７０４-１．７０９

---一一一一一一一一

１．７０４-１．７０９

- - - - - - - ｆ - - ，

１．７０２-１．７０８

Ｌ７０３-１１．７０９

- - - - - - - - - - -

？

？

１．７００-１．７２５

Ｌ６９９-１．７０４

Ｌ７０７ -１．７１０
--⌒一一一一--～-

１．７０９-１．７１２
-やｆ９９ｆ-や９--・

１．７０７-１．７１０

- - - - - - - - - - - ・

１．７０８-１．７１２

・-４ -一ｆ一- - - -

１．７００-１．７０５

１．７０５-１．７１１

１。７０；３-１．７１１

- - - - ≒ - - - ・ - - ・

１．７０２-１，７０８

一一一一--一一一一-ｉ

？

Ｌ７０２-１．７１１
- - - - - - - - - - - ・

１．７０５-１．７１０
● - - - - - - - - - - ・

Ｌ ０ ９ - １ ． ７ ０ １

Ｌ７０５ -１．７０９
-一一一一一一一一一一・

１．７０６-１．７１１

-

-

-

- -

-

-

１。６７５-１．６８０

- ・ 一 一 一一一一一・

１．６７３-１．６７９

- - - -９ - -９一一 -・

？

？

一

１

１

一

１．６７１-１．６７７

ＬＥ３７０-１．６７７
ミー-～一一～９一一⌒

１．６７１-１．６７８

-一一一一一一一一一一

１，６７０-１，６７７

９〃一・一----一一

１．６７５-１．６７９

１．６７６-１．６８１

-

１。６７３-Ｉ
- -⌒ -ミ９-

？

-

．６８０

１．６８５-１．６９１

-

・-一-〃-９-一一-

Ｌ６８１ -１．６９０

＊１単位は，ｙ．Ｂ，Ｐ．＊２ＳＴ：層位学，“Ｃ：放射性炭素年代測定法，ＴＬ：熱ルミネヅセンス法，Ｆ ’ｒ：フィッション・トラック

法，Ｕ：ウラン系列法，ＥＳＲ：電子スピン共嗚法，Ｋ-Ａｒ：カリウム・アルゴン法．＊３ｏ１：カンラン石，ｏｐｘ：斜方輝石，ｃｐｘ：単
斜輝石，ｈｏ：角閃石，ｃｕ：カミングトン閃石．町田・新井（-１９９２）に加筆．屈折率測定は，新井房夫による．

-２６１



テフラ

浅問Ａ（Ａｓ-Ａ）

浅問ｊ１１（Ａｓ-ＡＩ）
----------------

浅問粕川（Ａｓ-Ｋｋ）

浅間Ｂ（Ａｓ-Ｂ）

表４北関東地方における完新世示標テフラの諸特徴

噴出年代゛１測定法゜２鉱物゜３火山ガラス（ｎ）斜方輝石（ｙ）角閃石（ｎ２）

１７８３Ａ．Ｄ，
■皿㎜㎜皿皿皿。

？

ｒ￥一---・・

１１２８Ａ．Ｄ．

・一一一一一一-

１１０８Ａ．Ｄ．

Ｈ （）ｒ〕ｘ，ｃｐｘ，ｏ１Ｌ５０７-１．５１２１．７０７-１．７１２
一 一 一 一 - - - - - - - - - - - - - - - - 一 一 - -

ｏ ｐ ｘ ， ｃ ｐ ｘ Ｌ ５ １ ５ - １ ． ５ ２ １

Ｈ ｏ ｐ ｘ ， ｃ ｐ ｘ

㎜㎜㎜---㎜㎜㎜㎜㎜㎜-Ｗ

Ｈ ， （ １ ４ Ｃ ） ｏ ｐ ｘ ， ｃ ｐ ｘ

榛名ニツ岳伊香保（Ｈｒ-ＦＰ）６世紀中葉Ａ，（１４Ｃ）ｈｏ，ｏｐｘ

榛名ニツ岳渋ＪＩＩ（Ｈｒ-ＦＡ）６世紀初頭Ａ，ＴＬ

榛名有馬（Ｈｒ-ＡＡ）
一一-・--・一一--一一-一一

浅間Ｃ（Ａｓ-Ｃ）

浅 間 Ｄ （ Ａ ｓ - Ｄ ）
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

草 津 白 根 熊 倉 （ Ｋ Ｓ - Ｋ ｕ ）
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

浅 間 六 合 （ Ａ ｓ - Ｋ ｎ ）
- や ー - - - - - - - - - - 一 一 - - - - -

鬼 界 ア カ ホ ヤ （ Ｋ - Ａ ｈ ）
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

浅 間 藤 岡 （ Ａ ｓ - Ｆ ｏ ）

５世紀 Ａ

４世紀中葉Ａ

４，５００

ｋ----・

５，０００

-- - - -・

５，４００
-一一一一・

６，３００

---・-・

８，２００

Ａ

Ｔ
　

　

句
　

　

句
］
句

ｎ

｀

Ｑ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

心

Ｉ

ｈｏ，ｏｐｘ
-～- -一一-

ｈｏ，ｏｐｘ

-一一一一一一

Ｏｒ）ｘ，ｃｐｘ

ｏｐｘ，ｃｐｘ

ｇ -・ - - 一一 - - -

（廻ｘ，ｃｐｘ，ｈｏ

（）ｐｘ，ｃｐｘ
-一一一一一一

ｖｉｔｒｉｃ

一 - - - - - ｆ

ｏｐｘ，ｃｐｘ

１．５２４-１．５３２
●-- - -・- - -・・・

１．５０１ -Ｌ５０４

１．５００-１．５０２
-- - - - - -一一一一・

１．５００-１．５０２

Ｌ５１４ -１．５２０

---一一一一一一一一・

Ｌ５１３ -１．５１６

１。５０８-１．５１６
----一一--一一一一

-

１．７０２-１．７１２

１．７０６-１．７１０

１．７０８-１．７１０
--一一一一一一一一一一

１．７０８-１．７１２

１．７０９-１．７１２
㎜㎜㎜㎜Ｗ㎜Ｗ-㎜--

１．７０９-１，７１２

１．７０６-１．７１１

- - - - - - - - - - -

Ｌ７０６ -１．７０８

１．７１１-１．７１５

●-----一一一一一一

１．７０６-１．７０８

１．７０６-１．７１０

一

１

１

一

一

１

１

一

Ｌ６７２-１．６７７

Ｌ６７１-１．６９５
ミー～一一一一一一

Ｌ６７１-１．６７７

-

一

１

１

一

一

一

＊１単位は，ｙ．Ｂ．Ｐ．＊２Ｈ：文献歴史学，Ａ：文献歴史学，ＳＴ：層位学，ｌｌＣ：放射性炭素年代測定法，ＴＬ：熱ルミネッセン
ス法．＊３ｏ１：カンラン石，ｏｐｘ：斜方輝石，ｃｐｘ：単斜輝石，ｈｏ：角閃石，ｃｕ：カミングトン閃石．町田・新井（１９９２）に
加筆．屈折率測定は，新井房夫による．

２６２



テフラ

浅間草津（Ａｓ-ＹＰｋ）

浅 開板鼻黄色（Ａｓ - Ｙ Ｐ ）
--一一-一一一------やー----

姶良Ｔｎ（ＡＴ）

安達太郎二本松１（Ａ（１-Ｎ１）

蔵王川崎（Ｚａ-Ｋｗ）

磐梯葉山１（Ｂｄ-ＨＰＩ）

安 達 太 郎 二 本 松 ２ （ Ａ ｄ - Ｎ ２ ）
■■-■ -ｆ興層ａ-Ｒ貞-一争- - - -■ - - -ｗ

大 山 倉 吉 （ Ｄ Ｋ Ｐ ）
--■■皿■-一層ａ-μ嚇ａ一場ｙ-興讐--ｙ場

沼 沢 金 山 （ Ｎ ｍ - Ｋ Ｎ ）
- - - - - -■ - -一興ｓ一場一層-ａ -ａ争一層-

安 達 太 郎 二 本 松 ３ （ Ａ ｄ - Ｎ ３ ）
- - - - - - - - - - - - - - - - - 一 一 - - 一 一 -

赤 城 一 追 貝 （ Ａ ｇ - Ｏ Ｐ ）

磐梯葉山２（Ｂｄ-ＨＰ２）

御岳奈ＪＩＩ（Ｏｎ-Ｎｇ）
--一----一一一一-一一一一

阿蘇４（Ａｓｏ-４）

御岳潟町（Ｏｎ-Ｋｔ）
-一一-一一一一一一一一⌒⌒--ミ

御岳第１（Ｏｎ-Ｐｍ１）

表５東北地方南部における後期更新世示標テフラ（Ｏｎ-Ｐｌｎ１より上位）の諸特徴

噴出年代 ’ １測定法゜２鉱物 ’ ３火山ガラス（ｎ）．斜方輝石（ｙ）角閃石（ｎ２）

１ ３ ， ０ ０ ０ - １ ４ ， ０ ０ ０ “ Ｃ

・一参考皿秤---ａ皿皿一考-が一嚇か

２ ２ ， ０ ０ ０ - ２ ５ ， ０ ０ ０ １ ４ Ｃ

４３
～-

５０

？

一 一 一 一 一 一

３ ０ ， ０ ０ ０

一 一 一 一 一 一

？

- - 一 一 一 一

？

〔〕００-５５，０００

- - - - - - - - - -

（）〔〕Ｏ-５５，０００

一一-一一-ｆ-一一

？

-９-一一９-ｆ-４・

６０，０００

一一- - - - - - - -。

？

Ｓ Ｔ ， “ Ｃ

- 一 一 一 一 一 ・

-

ＳＴ，Ｕ

-一一-・

ＳＴ
-一一-。

-

訂

一

一

ｏｐｘ，ｃｐｘ

ｏｐｘ，ｃｐｘ
-----一一

ｖｉｔｒｉｃ

ｏｐｘ，ｃｐｘ

-ｆ-９-９-

ｏｐｘ，ｃｐｘ

１，５（）１-１．５０３

１．５０１-１．５０３
-----------

１．４９８-１．５０１

-

ｏ ｐ ｘ ， ｃ ｐ ｘ 一

- や ４ - 〃 一 一 ４ 一 一 - - 一 一 一 一 - 一 一 一 - 一 ・ 一 一 ・

ｏ ｐ ｘ ， ｃ ｐ ｘ -

- - - - - - 一 一 - 一 一 - - - - - - - - - - - - - - ・

１ １ 〔 ｊ （ ） ｐ ｘ ， ｂ ｉ Ｌ ５ ０ ８ - １ ． ５ １ ４

- - - - - - - - - - - - - - 一 一 一 - - 一 一 一 一 - 一 一

ｈ ｏ ， ｃ ｕ -

ｏｐｘ，ｃｐｘ

-一之----・

（）ｐｘ，ｃｐｘ
- - - -一 - -ｉ

ｏｐｘ，ｃｐｘ

１。５０９-１．５１１

・４ - - - - - - - ４ -・

Ｌ５１０-１．５１４
・-ｇ- - -ｆ一- - -ｉ

-

？ - （ 耶 ｘ ， ｈ ｏ ， ｃ ｐ ｘ -
Ｆ■-一同皿Ｆ甲き件-一件争睡φｈφｗ---４伽---ｗ-■-■-■■ｗ■ｗ-■仙■-■ｗ-ｗ-----■・

７ ０ ｊ 〔 〕 Ｏ - ９ ０ ， ０ ０ ０ 町 ， Ｕ ， Ｅ Ｓ Ｒ ， １ １ ｏ ， 〔 〕 Ｉ ） ｘ ， ｃ ｐ ｘ １ ． ５ ０ ６ - １ ． ５ １ ０

Ｔ Ｌ ， Ｋ - Ａ ｒ 。

？ 一

-一一----一一-一一一--一一一一一一

８（），０００-９５，０００Ｆｒ，Ｕ

（）１）｝ｃ，ｈｏ，ｃｐｘ１．５０３-１．５０５
㎜-㎜㎜㎜-㎜㎜㎜皿㎜ｌ-㎜㎜㎜皿㎜㎜

１１ｏ，ｂｉ，ｏｐｘＬ５００-１．５０３

２６３

１。７０７-１．７１２

１．７０７-１．７１２

一一一一一一-一一一一一

-

１．７０８-１．７１３

一

一

一 一 一 一 一 一 - ～ 一

一

-

一 一 一 - 一 一 一 ・ ・ 一 ｆ -

-

１ 。 ６ ７ ３ - １ ． ６ ８ ０

● - - - ｆ - 一 一 ・ ・ 一 - -

１ ． ６ ６ ６ - １ ． ６ ７ ２ ‘ ４

● 一 一 - ミ ー 一 一 - 一 一 一 一

一

一 一 一 一 一 - 一 一 - 一 一 一 一

-

一 一 - 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

-

Ｌ６７９ -１．６８７
・- - - - -９や -９一

１．６８５-１．６９１

Ｌ６７６-１．６８５

Ｌ６８１-１．６９０

１．７００-１．７０４

-一一一一一一一一一一・

１．７１２-１．７１７

Ｌ７１３ -１．？１８

---一一一一一一一一・

１．７０２-１．７０８

１．７１２-１．７１６

４---や一一一一や一・

１．７０５-１．７１０
- - - - 一 一 - - - - - ・

１．７１３-１．７１８

１．７１５-１．７１８
一一一白４----一一・

Ｌ６９９-１．７０１

１．７１１-１．７１８

１．７０６-１．７１１

＊１単位は，ｙ．Ｂ．Ｐ．＊２ＳＴ：層位学，ｌｊＣ：放射性炭素年代測定法，ＴＬ：熱ルミネッセンス法，ｒｒ：フィッション・トラック法，
Ｕ：ウラン系列法，ＥＳＲ：電子スピン共鳴法，Ｋ-Ａｒ：カリウム・アルゴン法．＊３ｏｌ：カンラン石，ｏｐｘ：斜方輝石，ｃｐｘ：単斜輝石，
ｈｏ：角閃石，ｅｕ皿：カミングトン閃石．町田・新井（ｌｓｌ９２）に加筆．屈折率測定は新井房夫による．＊４：カミングトン閃石の屈折
率は，１．６５６-１．６６１．



テフラ

浅間粕川（Ａｓ-Ｋｋ）

表６東北地方南部における完新世示標テフラの諸特徹

噴出年代 ‘ １測定法 ’ ２鉱物゜３火山ガラス（ｎ）斜方輝石（ア）角閃石（ｎ２）

１１２８Ａ．Ｄ．Ｈ ｏｐｘ，ｃｐｘ

１４Ｃ

-一一

１４Ｃ

-一一

“ Ｃ

１．１１０１-１．５０４
一一一一--一一一一一一

１．５００-１．５０２

--一一--一一一一一一

Ｌ５００ -１．５０５

Ｌ５１０-１．５１４

１．７０６-１．７１０
- - - - - - - - - - -

１．７０８-１．７１２

Ｌ７０９ -１．７１２
- - - - - - - - - - -

１，７０６-１．７０８

Ｌ７０４ -１．７０８

・一一一一一一一一一一・

-

Ｌ６７２-１．６７７

Ｌ ６ ７ １ - １ ． ６ ９ ５

一 一 一 一 - - - - -

Ｌ ６ ７ ０ - １ ． ６ ７ ６

- 一 一 一 一 一 一 一 一

-

一 一 一 一 一 一 - - - 一 一

-

２６４

ｏｐｘ，ｃｐｘ

-～一一⌒一４

ｖｉｔｒｉｃ Ｌ５０８-１．５１６

＊１単位は，ｙ．Ｂ，Ｐ．＊２Ｂ：文献歴史学，Ａ：文献歴史学，ＳＴ：層位学， “Ｃ：放射性炭素年代測定法，ＴＬ：熱ルミネッセン
ス法．＊３ｏ１：カンラン石，ｏｐｘ：斜方輝石，ｃｐｘ：単斜輝石，ｈｏ：角閃石，ｃｕｍ：カミングトン閃石．町田・新井（１９９２）に
加筆．屈折率測定は，新井房夫による．

榛名ニツ岳渋ＪＩＩ（Ｈｒ-ＦＡ）６世紀初頭Ａ，ＴＬ

沼沢１（Ｎｍ-１）

十和田中諏（Ｔｏ -Ｃｕ）
--・一-----ｄ---------

鬼 界 ア カ ホ ヤ （ Ｋ - Ａ ｈ ）

５，０００

---一一・

５，３００

-一一一一・

６，３００

１ｌｏ，ｏｐｘ

-一一一一一一

ｏｐｘ，ｈｏ

榛名ニツ岳伊香保（・ヽ-ＦＰ）６世紀中葉Ａ，（１４Ｃ）ｈｏ，ｏｐｘ



テ フ ラ

那須１４０８（Ｎｓ-１４０８）
・---４-------一一一一一一-・

浅間Ｂ（Ａｓ - Ｂ ）

表７北関東地方の降下テフラ（Ｏｎ-Ｐｍ１より上位）に関する放射年代

測定試料の層位試料

テ フ ラ 直 下
- - - - - - - - - - - - -

テ フ ラ 最 下 部

榛 名 ニ ツ 岳 伊 香 保 （ Ｈ ｒ - Ｆ Ｐ ） テ フ ラ 直 下
一一 -４ -一 -一一 - - -一一 - - - - - - - - 一一一 - -一一 -一一Ｓ一一 - - -ｉ

那 須 弁 天 （ Ｎ ｓ - ８ ）
一一--一一----一一一--ミー

那 須 茶 臼 （ Ｎ ｓ - Ｃ ｈ ）

日光白根４（Ｎｋｓ-４）

浅 間 六 合 （ Ａ ｓ - Ｋ ｎ ）
- - 一一 - - 一一一 - - - - - 一 一 -

高原上の原（Ｔｋ-Ｕｅ）

浅間藤 岡 （ Ａ ｓ - Ｆ ｏ ）
■皿■㎎■-一番--一弔曹香香４-

浅 間 総 社 （ Ａ ｓ - Ｓ ｊ ）

・一 - - ４ - 一 一 一 - 一 一 - - - - - - - - -

浅 問 板 鼻 黄 色 （ Ａ ｓ - Ｙ Ｐ ）

テ フ ラ 直 下
一一一一-一一-一一一

テ フ ラ 直 下

テ フ ラ 直 下
-一一-一一--- -・

テ フ ラ 直 下

テ フ ラ 直 上

テ フ ラ 直 下
-一一一一一一一一一一一一

テ フ ラ 直 上
一一一一一一一一一一一一一

テ フ ラ 直 下

テ フ ラ 直 下
テ フ ラ 直 下

テ フ ラ の 下 位
-------------

テ フ ラ の 上 位

テ フ ラ 直 下
テ フ ラ 直 下
テ フ ラ 直 下

テ フ ラ 直 下
テ フ ラ 直 下
テ フ ラ 直 下

テ フ ラ 直 下
テ フ ラ 直 下

浅間大窪沢２（Ａｓ-Ｏｋ２）テフラ直下
テフラ直下
テフラの下位

浅間大窪沢１（Ａｓ７０ｋ１）テフラ直下
テフラ直下

～一一ｄ・

浅 間

- - - - - ～ 一 一 一 一 一 一 一 一 ～

板鼻褐色（Ａｓ-ＢＰ）’２

赤城鹿沼（Ａｇ-Ｋ）

榛名八崎（Ｈｒ-ＨＰ）

赤城水沼１（Ａｇ-Ｍｚ１）

土壌

炭
炭

土 壌
一一一一

土 壌
- - - -

炭

土壌
土壌

土 壌
----

泥 炭
泥 炭
泥 炭
泥 炭
----

泥 炭
樹 木
樹 木
樹 木
樹 木
樹 木
樹 木
樹 木
樹 木
----

泥 炭
泥 炭
炭
----

泥 炭
泥 炭

テフラ群中
テフラ群中
テフラ群中
テフラ群中
テフラ群中

テフラ
テフラ

テフラ
テフラ

・テフラ

テフラ

軽 石

軽 石
-一一-

軽 石

軽 石
----

軽 石
軽 石

放 射 年 代 ’ Ｉ

５２０±１９０（ＪＧＳ）
■ａ〃一仙１香香岬-φ-ｗ轡ｗ睡--

９８０±１００（ＧａＫ）
１，０１０±９０（ＧａＫ）
--一一---一一--一一-----

１，３００±２３０（ＮＵＴＡ）
------------------

１，８６０±１４０（ＮＵＴＡ）
●-φＷＷ香-Ｗ香ＷＷ仙--Ｗφ香-

乙｛３４０±１３０（ＮＵＴＡ）
---一皿一皿皿■一岬一秤皿-ａ一例

５ｊ２０±１４０（ＮＵＴＡ）
---～一-----一一～--～～一

５，４１０±７５（Ｎ）

ｊ，３４０±１００（ＮＵＴＡ）
５，７００±３８０（ＮＵＴＡ）
一一-一一一一一一一一-一一一一---

８，１９０±１７０（ＧａＫ）
----一一一一---一一一一---４

１０，０９０±２１０（ＧａＫ）
１１，１７０±１９０（ＧａＫ）
１１，２３０±２５０（ＧａＫ）
１１，２４０±２９０（ＮＵＴＡ）
-------------------・

１２，８２０±１９０（ＮＵＴＡ）
１３，１４０±２３０（ＧａＫ）
１３，５００±５００（ＪＧＳ）
１３，６００±５００（ＪＧＳ）
１３，６２０±２９０（ＧａＫ）
１３，３２０±１３０（ＮＵＴＡ）
１３，３９０±１７０（ＮＵＴＡ）
１３，５５０±１６０（ＮＵＴＡ）
１３，７１０±１３０（ＮＵＴＡ）

１５，４００±２４０（ＧａＫ）
１６，７２０±１６０（ＮＵＴＡ）
１６，２５０±１８０（ＮＵＴＡ）

１６，８２０±２５０（ＧａＫ）
１６，８８０±１３０（ＮＵＴＡ）
--------------一一--～ｉ

１９，２６０±４９０（ＮＵＴＡ）
１９，４５０±２９０（ＮＵＴＡ）
１９，８８０±３３０（ＮＵＴＡ）
１９，９４０±３４０（ＮＵＴＡ）
２０，４２０±３３０（ＮＵＴＡ）
----一一-一-９---------・

；３Ｌ００（ｈｔ＝８，０００（Ｆｒ）
３２，０００±４，０００（Ｆｒ）
------９-一一一一一一一一一一一一
４２，０００±９，０００（Ｆ７）
４４，０００±４，５００（町）

５６，０００±１１，０００（ＦＴ）
５９，０００士９，０００（Ｆｒ）

文献

藤田（１９８８）

荒牧・中村
-- - - - 一一 -・

（１９６９）

荒牧・中村（１９６９）

奥唇燧皿 （ １ ９ ９ ４ ）
一一--一一一一------Ｓ・

奥 野 ほ か （ １ ９ ９ ４ ）

奥 野 ほ か （ １ ９ ９ ４ ）
・---------------。

奥 野 ほ か （ １ ９ ９ ４ ）
--や〃----一一一一--一一

早 田 ほ か （ １ ９ ８ ８ ）
・--一一---一---４-一一●

奥 野 ほ か （ １ ９ ９ ４ ）
奥 野 ほ か （ １ ９ ９ ４ ）

群 馬 県 埋 蔵 文 化 財 調 査 事 業 団 （ １ ９ ９ ４ ）
-------一一----------一一一一一------一一一--

辻ほか（１９８５）

前橘市（１９９０）
辻 ・ 木 越 （ １ ９ ９ ２ ）

中村ほか（１９９２）

中村ほか（１９９２）
新井（１９６４）
富樫（１９８２）
富樫（１９８２）
早川（１９９２）
中村ほか（１９９２）
中村ほか（１９９２）
中村ほか（１９９２）
中村ほか（１９９２）

早川（１９９２）
中村ほか（１９９２）
中村（１９９２）
一一一一一一-一一一一一之--

早川（１９９２）
中村ほか（１９９２）

中村
中村
中村

（１９９３），軽部（１９９４）
（１９９３），軽部（１９９４）
（１９９３），軽部（１９９４）

中村（１９９３），軽部
中村（１９９３），軽部

鈴木（１９７６）
鈴木（１９７６）

鈴木（１９７６）
鈴木（１９７６）

鈴木（１９７６）
鈴木（１９７６）

（１９９４）
（１９９４）

ｓｌ：単位は，ｙ．Ｂ．Ｐ．ＦＴ：フィッション・トラック法．それ以外ぱＣ法．ＪＧＳ：地質調査所，Ｇａｘ：学習院大学，刈ＴＡ
：名古屋大学，Ｎ：日本アイソトープ協会．＊２：テフラ群．

-２６５



表８浅問火山起源の溶岩流・火砕流

テ フ ラ

追 分 火 砕 流
- - - - - - - - - - - ● - ・ -

小 滝 火 砕 流
■--■・■■-■一哺伽個・-

小 諸 第 ２ 軽 石 流

小諸第１軽石流

仏岩溶岩流

雲場軽石流

前橘泥流

測定試料の層位試料

テ フ ラ 中
・４・-ｑや・-

テ フ ラ 中

テフラ中
テフラ中
テフラ中
テフラ中

テ フ ラ 中
テ フ ラ 中
テ フ ラ 中
テ フ ラ 中
テ フ ラ 中
テ フ ラ 中
テ フ ラ 中
テ フ ラ 中
テ フ ラ 中
テ フ ラ 中
テ フ ラ 中
テ フ ラ 中
テ フ ラ 中
テ フ ラ 中
・・-・・㎜㎜皿

溶 岩 流

テフラの上位
テフラの上位
テフラ中
テフラ直下
テフラ直下
テフラ直下
テフラの下位
テフラの下位

テフラ中
テフラ中

テフラ中

応桑（塚原）岩屑なだれテフラ中
テフラ中
テフラ中

炭
炭
炭
炭

炭
炭
炭
炭
炭
炭
炭
木片
炭
木片
炭
炭
炭
木 片
-・・-

溶 岩

泥炭
泥炭
木片
炭
炭
炭
木 片
木 片
＝＝＝＝

木 片
木 片

岩屑なだれ・泥流に関する放射年代

放 射 年 代 ‘ １

８７０±８０（ＴＫ）
-------・-・・----・-

４，５００±１５０（ＧａＫ）

１０，６５０士２５０
１１，３００±４００
１１，４００土１３０
１１，８００＋４００

-３８０

１３，１９０±２３５
１３，５００士５００
１３，６００土４００
１３，７００±４００
１３，１９０土４０
１３，３００土５０
１３，４００土７０
１３，５００±６０

Ｉ
ｙ
Ｉ
～
～

Ｍ
Ｍ
Ｋ
Ｋ

ぐ
ぐ
ぐ
ぐ

（ＪＧＳ）
（ＪＧＳ）
（ＪＧＳ）
（ＪＧＳ）
（ＫＳＵ）
（ＫＳＵ）
（ＫＳＵ）
（ＫＳＵ）

１３，６００±６０（
１３，６００±７０（
１３，６００±１００（
１３，７００±６０（
１３，７００±６０（
１３，８００±９０（

文献

ＳａｔｏｅｔａＬ（１９６８）
１---・一争一遍■争■-■--・秘Ｗ--一興

荒 牧 ・ 中 村 （ １ ９ ６ ９ ）
Ｉ-一丿■-一晶----一響岬--■■■-■-

小林（１９６４）
小林（１９６４）

樋口（１９９０）

樋口（１９９０）

富樫（１９８２）
富樫（１９８２）
富樫（１９８２）
富樫（１９８２）

ＫＳＵ）
ＫＳＵ）
ＫＳＵ）

１５，９００±４００（ＧａＫ）
１９，４００±５００（ＧａＫ）
２０，２００±７００（ＧａＫ）
１９，５２０±２４０（ＮＵＴＡ）
１９，５５０±２８０（ＮＵＴＡ）
１９，８００±１９０（ＮＵＴＡ）
１９，５８０±１９０（ＮＵＴＡ）
＞２１，０００（ＧａＫ）

２６６

２１，２５０土１４０
２２，５００士２４０
２３，７００±２９０

＊１：単位は，ｙ，Ｂ．Ｐ．ＦＴ：フィッション・トラッ・ク法．それ以外はｌｊＣ法，ＴＫ：東京大学，Ｍ：ミシガン
大学，ＫＳＵ：京都産業大学，ＪＧＳ：地質調査所，ＧａＫ：学習院大学，ＮＵＴＡ：名古屋大学，ＨＲ：広鳥大学．

１９，５６０＋７９０（ＨＲ）
-７２０

木片２０，０３０＋８４０（ＨＲ）
-７６０

木片
木片
木片

（ＫＳＵ）
（ＫＳＵ）
（ＫＳＵ）

土木 研 究 所 一
日本工営（１９９３）

土 木 研 究 所 ・
日本工営（１９９３）
・・・・・・・・香香-一層-一興-

樋口（１９９０）
樋口（１９９０）
樋口（１９９０）

（１９９０）
（１９９０）
（１９９０）
（１９９０）
（１９９０）
（１９９０）
（１９９０）
（１９９０）
（１９９０）

口（１９９０）

鈴木（１９７０）
僅--一個個一岬■■■■■晶晶---僅僅一個--●

宇 野 沢 ・ 坂 本 （ １ ９ ７ ２ ）
宇 野 沢 ・ 坂 本 （ １ ９ ７ ２ ）

宇 野 沢 ・ 坂 本 （ １ ９ ７ ２ ）
中 村 ほ か （ １ ９ ９ ２ ）
中 村 ほ か （ １ ９ ９ ２ ）

中 村 ほ か （ １ ９ ９ ２ ）
中 村 ほ か （ １ ９ ９ ２ ）

中 村 ほ か （ １ ９ ９ ２ ）
---一争■騨■■■■■■■■■一仙---一睡-●

２４，０００±６５０（ＧａＫ）新井（１９６７）

１７，５００土６，０００（ＦＴ）

ＫＳＵ）
ＫＳＵ）
ＫＳＵ）

□
□
□
□
□
□
□
□
口
口

樋
樋
樋
樋
樋
樋
樋
樋
樋
樋



表９北関東地方の溶岩流・火砕流・岩屑なだれ・泥流に関する放射年代（浅間火山以外）

テ フ ラ

榛 名 ニ ツ 岳 第 ２ 軽 石 流
- - - - - - - - - - - - - 一 一 一 - - - - 一 一 - ９ - - ●

榛 名 ニ ツ 岳 第 １ 軽 石 流
一 一 - - - - - - - - - - - - - - - - - - 一 一 - - - - ●

那 須 大 丸 火 砕 流 群 （ 最 上 層 ）

男体荒沢軽石流

那須大沢火砕流

榛名白川（室田）火砕流

測 定 試 料 の 層 位 試 料 放 射 年 代 ’ １

テフラ中

テ フ ラ 中
-----------

テ フ ラ 中

テ フ ラ 直 下

テ フ ラ 中
テ フ ラ 中
一一一一一一一一

テ フ ラ 中

テフラ中

炭 Ｕ ０ ０ ± １ ２ ０ （ Ｎ Ｕ Ｔ Ａ ）
晶----一興--■■■■-■■--Ｗ-φ争-一争-

炭 １ ， ４ ８ ０ ± １ ２ ０ （ Ｔ Ｌ ）

炭５，８１０±２７０（ＪＧＳ）
土壌５，７７０±２００（ＪＧＳ）

炭
炭

炭

９

１１１１８０±２５０（ＧａＫ）
１２ｊ３０±２７０（ＧａＫ）
Ｉ呼■■■■■■--Ｗ番--一參４皿

１５，７７０＋４３０（ＴＨ）
-４２０

文 献

奥 野 ほ か ， １ ９ ９ ３
----一一・一---一一‥

平 賀 ほ か ， １ ９ ９ ２

藤田（１９８６）
藤田（１９８６）
■---一興■■皿-皿-■■■-

阿久津（１９７９）

阿久津（１９７９）
■ｗ仙儒-一甲-ｆ-■-■■--

曽根（１９８１）

４０，５００士３，５００（？）大島（１９８６）

拿１：単位は，ｙ．Ｂ．Ｐ．ＦＴ：フィヅション・トラック法．ＴＬ：熱ルミネヅセンス法，それ以外ぱＣ法．
Ｍ：ミシガン大学，ＫＳＵ：京都産業大学，ＪＧＳ：地質調査所，ＧａＫ：学習院大学，ＮＵＴＡ：名古屋大学，
１１：東北大学，

２６７


